















































2014 年 1 月現在、上海、昆明、大連、青島、
鄭州、西安、武漢、重慶、成都の 9 ヶ所は既に
建設され、稼働している。さらに、ハルビンは











































接する。敷地面積は 900.6 畆（1 畆は約 660 平
方メートル）である。2008 年に着工し、2009
年 12 月に稼働開始した。投資総額は 4.4 億元（1
元は約 17 円）。現在、2 本の横列貫通式の荷役
ラインセット（「線束」と呼ばれる。1「線束」
は 2 本の専用線から構成される）を擁し、年間
取扱能力は 60 万 TEU とされる。将来、荷役ラ
インセットは 5 本に増やし、取扱能力は 150 万
TEU に増強する計画である。2012 年の取扱実



































年 3 月から 2012 年末までの試運転期間中、延




「平湖南鉄水聯運班列」は 2013 年 1 月から 8


































実際、2013 年 1 月に試験的に冬期輸送が実
施され、ほぼ満足のいく結果を出している。ま












敷地面積は 1,223 畆である。投資総額は 3.4 億























































































































































1 期目の 6 平方キロメートル（重慶センター駅
を中心とするエリア）は既に 2010 年に造成済











































































































































ド内に総延長 1.33 キロにのぼる 3 本の鉄道専
用線が横列で敷設されている（写真 4）。その















































































































インバウンドは年間約 1.8 万 TEU（約 35 万ト
ン）、アウトバウンドは年間約 3 万 TEU（約 60
万トン）にのぼり、燐鉱石だけでピーク時に、














まった。年間 10 万 TEU 程度の取り扱いは既に
逼迫する状態だったという。
それに対して、センター駅のコンテナ処理能


















































































































































































































































































































2013; 盛，2013;　孫，2013; 陳，2013; 葉，2013; 
龔，2013; 範，2013; 厖，2013; 宋，2013; 樊，2013; 






































































































































































Sheffi, Yossi （2012）, Logistics Clusters: Delivering 




『日本海事新聞』2013 年 11 月 27 日
李瑞雪（2004）,「中国物流産業と物流市場の構造的
変化に関する一考察」『国際開発研究フォーラム』
25 号 , pp.113-136.
李瑞雪（2010）,「インフラ整備と基礎能力増加にみ
る中国物流産業の高度化」『富大経済論集』第 56















服務」『北京晨報』2013 年 6 月 16 日 .
崔艶萍・郝陽陽（2013）,「我国鉄路貨運発展全程物
流的思考」『鉄道貨運』2013 年 11 月 , pp.9-15.
樊樺（2013）,「鉄路改革模式対鉄路建設発展的影響
分析」『総合運輸』2013 年 6 月号 , pp.11-16.
範雲兵（2013）,「鉄路貨運改革起歩」『中国物流与




站型方案探討」『四川建材』第 36 巻第 4 期 , pp.162-
163.
羅文麗（2013）,「鉄路貨運啓動改革」『中国物流与
采購』2013 年第 10 期 , pp.52-54.
厖彪（2013）,「鉄路貨改持続発熱」『中国物流与采購』
2013 年第 19 期 , pp.44-45.
盛光祖（2013）,「在全路貨運改革工作会議上的講話」
2013 年 5 月 20 日 .
宋笛（2013）,「鉄路貨改下一歩：内部利益分配」『中
国企業報』2013 年 10 月 8 日．
孫春芳（2013）, 「鉄総上下全力推貨運改革：三大鉄
路運輸公司業務調整」『21 世紀経済報道』2013 年
6 月 5 日 .
許子敏（2013）,「加快推進鉄路貨運改革市場化転型
発展的思考」『鉄道貨運』2013 年 11 月号 , pp.1-4.
葉健（2013）,「鉄路貨運改革開啓市場化第一歩」『大
陸橋視野』2013 年 11 月号 , pp.47-48.
張静（2013）,「鉄路貨運改革的実践与思考」『鉄道





年 9 月号 , pp.8-12．
【謝辞】
本稿の作成にあたって、科学研究補助金（基
盤研究（Ｃ）、課題番号：2453052100（2012-2014
年度）より研究助成を受けた。記して感謝した
い。なお、昆明と重慶における現地調査を実施
する際に、中遠物流股份有限公司（コスコ・ロ
ジスティクス）、雲南財経大学、中鉄聯合国際
集装箱有限公司昆明分公司と重慶分公司、雲南
省外貿万達運輸有限公司、滇遠物流有限公司の
多くの方々から多大なご協力いただいた。心よ
り深謝する。
82　　輸送ノードの高度化とロジスティクス・クラスターの形成―鉄道コンテナ・センター駅の事例に基づいて―
